
2026 年 4 月は日本の AI 開発が世界水準へと

飛躍した歴史的な転換点 

Felo AI 

Ov erv iew  

2026 年 4 月は、日本の人工知能（AI）開発史において、単なる技術的進歩の月ではなく、国

家戦略、産業応用、社会受容の各側面が連動し、世界水準への飛躍を遂げた歴史的な転換点

として位置づけられます。この期間、国立情報学研究所（NII）などが開発した国産大規模言

語モデル（LLM）が、性能ベンチマークで OpenAI の GPT-4o を上回るという画期的な成果

を達成しました[1][2]。同時に、デジタル庁は政府職員 18 万人を対象とする生成 AI 利用環境

「ガバメント AI 源内」の一部をオープンソースとして公開し、行政主導による AI 社会実装

の「本気度」を世界に示しました[3][4][5]。 

企業セクターでは、大企業の約 6 割が AI の組織的活用へと舵を切り、「様子見」から本格導

入フェーズへの移行が鮮明になりました[6]。さらに、深刻化する人手不足を背景に、日本の

強みである製造業基盤と AI を融合させた「フィジカル AI」が、単なる効率化ツールではな

く国家の成長戦略の中核として強く意識され始めたのもこの時期です[7][8]。これらの出来事

は個別に発生したのではなく、日本の AI が「使う」段階から、社会インフラとして「組み込

む」段階へと質的転換を遂げたことを示す複合的な現象であり、2026 年 4 月をその象徴的な

月として刻印づけています。 
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国産大規模言語モデル（LLM）の歴史的ブレークスルー 

2026 年 4 月、日本の AI 技術開発は世界を驚かせる成果を次々と発表し、長年の「周回遅れ」

という評価を覆しました。 

性能ベンチマークにおける世界トップレベルへの到達 最大の画期は、国立情報学研究所（NII）

が発表した「LLM-jp-4」シリーズです[1][2]。このモデルは、言語モデルの日本語理解能力を

測る「日本語 MT-Bench」において、米 OpenAI の「GPT-4o」や中国 Alibaba の最新モデル

を上回るスコアを記録しました[1][2][9]。同様に、楽天グループが発表した国内最大級の約

7,000 億パラメータを持つ「Rakuten AI 3.0」も、各種ベンチマークで極めて高い性能を達成

しました[1][10]。 
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これらの成果は、単に学術的な成功に留まりません。重要なのは、これらの高性能モデルが

オープンソース、あるいは企業が利用可能な形で公開された点です[1]。これにより、国内の

スタートアップから大企業まで、あらゆる組織が世界最先端レベルの AI を自社サービスに組

み込むことが可能となり、日本の AI エコシステム全体の技術基盤が劇的に底上げされました。

あるコンサルティング企業の試算では、国産 LLM の活用により、顧客対応の自動化精度が

15〜20%向上し、中堅企業でも年間数百万元単位のコスト削減に繋がるケースが報告されて

います[1]。 

モデル名 開発元 特徴 ベンチマーク結果（日本

語 MT-Bench） 

LLM-jp-4 

32B-A3B 

国立情報学研究

所（NII） 

約 12 兆トークンの良質な日

本語コーパスで学習 

7.82 [9] 

GPT-4o OpenAI 強力な多言語 LLM（当時） 7.29 [9] 

gpt-oss-20b (不明) オープンソースモデル 7.33 [9] 

Rakuten AI 

3.0 

楽天グループ 国内最大級の約 7,000 億パ

ラメータ 

高いスコアを達成 [1][10] 

政府主導の AI 実装：「ガバメント AI 源内」の衝撃と国家戦

略の具体化 

技術的ブレークスルーと並行して、日本政府は AI を国家運営の根幹に据えるという明確な意

思を行動で示しました。その象徴が、デジタル庁が主導する「ガバメント AI 源内」プロジェ

クトです。 

「源内」のオープンソース化と 18 万人規模の大規模実証 2026 年 4 月 24 日、デジタル庁は

政府職員向けに内製開発した生成 AI 利用環境「源内」の一部ソースコードを、商用利用可能

なライセンスで GitHub 上に公開しました[4] [5] [12]。これは単なる情報公開ではなく、行政
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システムにおける AI 基盤の設計思想そのものを社会と共有する画期的な試みです。この動き

と連動し、2026 年度から全府省庁の約 18 万人の職員を対象とした大規模な AI 活用実証事業

が開始されることが発表されました[3][14]。 

 

「源内」が目指すのは、汎用的な性能競争ではなく、「行政実務」という特定のドメインに

特化し、国会答弁作成や法制度調査といった機密性の高い情報を安全に扱える「信頼性」を

確保することです[4]。このアプローチは、性能競争で先行する米国や、オープンソースモデ

ルの物量で圧倒する中国、規制で信頼を制度化する欧州とは異なる、日本独自の「第 4 の道」

を示す国家戦略と評価されています[4]。 
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国産 LLM の政府調達とエコシステム育成 デジタル庁は「源内」で試用する国産 LLM として、

NTT データ、KDDI/ELYZA、ソフトバンク、NEC、富士通など 7 社のモデルを選定しました

[15][16][17]。2026 年 8 月から試用を開始し、2027 年 4 月以降に優れたモデルを政府が有償

で調達する計画です[15][14]。これは、政府が率先して国産 AI 技術の最初の「ユーザー」と

なることで、開発企業に明確な市場を提供し、国内 AI 産業のエコシステムを育成するという

強い意志の表れです。 

産業界における AI 導入の本格化と構造変化 

技術と政策の進展は、民間企業の AI 導入動向にも決定的な変化をもたらしました。 

「様子見」から「組織的活用」へ 東京商工リサーチが 2026 年 4 月に実施した調査によると、

大企業の 59.1%が生成 AI を組織的に活用していると回答しました[6][18]。これは 2025 年 8

月の前回調査からわずか 8 ヶ月で 15.8 ポイント増加したものであり、日本企業が「様子見」

フェーズを終え、本格的な導入・運用段階に移行したことを明確に示しています[6]。 

特に注目すべきは、大企業において個人利用が微減し、組織的活用が大幅に増加した点です

[6]。これは、従業員が個別に利用する「シャドーAI」のリスクを経営層が認識し、セキュリ

ティとガバナンスを確保した形での全社的な活用へと移行が進んでいることを意味します[6]。 

深刻化する「AI 格差」 一方で、この変化は新たな課題も浮き彫りにしました。大企業の組織

的活用率が約 6 割に達する一方、中小企業では同水準の活用は限定的であり、導入格差が拡

大しています[18]。また、情報通信業の活用率が 64.4%に達するのに対し、建設業などでは

「方針未定」が半数を占めるなど、産業間の格差も顕著です[6]。この「AI デバイド」は、今

後の産業競争力に決定的な影響を与える可能性があります。 

日本の勝ち筋としての「フィジカル AI」戦略 
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デジタル空間の LLM 開発競争に加え、2026 年 4 月は日本の AI 戦略が物理世界へと拡張され

た時期でもありました。深刻な人手不足という国家的課題を背景に、「フィジカル AI

（Physical AI）」、すなわち AI を搭載したロボット技術が日本の逆襲の切り札として強く認

識されるようになりました。 

労働力不足が促す必然の実装 米テックメディア TechCrunch は 2026 年 4 月のレポートで、

日本のフィジカル AI 導入の特殊性を指摘しました[8]。欧米では AI 導入が「人間の雇用を奪

う」という議論とセットで語られるのに対し、日本では「そもそも奪うべき労働者が現場に

存在しない」という現実が導入を後押ししている、という分析です[8]。建設、介護、地方の

製造業など、人手不足が事業存続の危機に直結している多くの現場にとって、フィジカル AI

は効率化ツールではなく「延命装置」としての意味合いを持っています[8]。 

 

「ロボット大国」の基盤と「活用のイノベーション」 この課題は、裏を返せば日本の強みで

もあります。日本は世界の産業用ロボット生産の 38%を担う世界最大の製造国であり、高度
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なロボティクス技術の基盤があります[20]。東京大学の松尾豊教授は、米中と同じ土俵で

LLM の投資合戦を繰り広げるのではなく、日本の強みである「現場」での実装力、すなわち

「活用のイノベーション」こそが日本の勝ち筋だと提唱しています[7]。フィジカル AI は、

この戦略を体現する最重要分野と位置づけられています。政府もこの動きを後押ししており、

2026 年 1 月には「AI ロボティクス戦略検討会議」を設置し、官民一体でこの分野への戦略

的投資を進める方針を明確にしています[21]。 

結論：複合的要因が重なった歴史的転換点 

2026 年 4 月は、単一の技術的ブレークスルーによって定義されるものではありません。それ

は、国産 LLM が世界レベルの性能を証明した「技術」、政府が自ら巨大なユースケースとな

り市場を牽引する「政策」、企業が本格導入へと舵を切った「産業」、そして人手不足とい

う課題を強みに転換する「国家戦略」という 4 つの歯車が、この時期に初めて噛み合った歴

史的転換点でした。この一ヶ月の出来事は、日本の AI が模倣と追随の時代を終え、自国の課

題解決を起点とした独自の進化の道を歩み始めたことを力強く宣言するものとなりました。 

国産大規模言語モデル（LLM）の具体的な性

能向上は何によるものですか？ 
2026 年 4 月時点における国産大規模言語モデル（LLM）の顕著な性能向上は、主に「学習デ

ータの質と量」「効率的なモデルアーキテクチャの採用」「フルスクラッチでの日本語特化

学習」「産学連携による開発体制」という 4 つの要因が複合的に作用した結果です。 

学習データの質と量 

国産 LLM の性能を飛躍させた最大の要因は、学習に用いる日本語データの質と量の大幅な向

上です[22]。 
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• 大規模で高品質なコーパスの構築: 国立情報学研究所（NII）が開発した「LLM-jp-4」シリ

ーズは、約 12 兆トークンという膨大な量の学習コーパスを使用しています[2]。このコー

パスには、単にインターネットから収集したデータだけでなく、政府・国会の公開文書や、

国立国語研究所（NINJAL）および国立国会図書館（NDL）から提供された質の高いウェブ

コーパスなどが含まれています[2]。良質な日本語データを大規模に整備したことが、日本

語の理解能力を根本から引き上げました。 

• データセットの多様性: 学習データには、Web 上の公開データ、公的文書、合成データな

ど、多様なソースが含まれています[2]。また、22 種類の英語および日本語インストラクシ

ョンチューニングデータを活用することで、モデルが様々な指示や文脈に対応できる能力

を向上させています[2]。 

効率的なモデルアーキテクチャの採用 

限られた計算資源の中で性能を最大化するため、最新の効率的なモデルアーキテクチャが採

用されました。 

• MoE（Mix ture of  Ex perts）構造: 「LLM-jp-4 32B-A3B モデル」では、MoE（専門家混合）

アーキテクチャが採用されています[23][2]。このモデルの総パラメータ数は約 320 億です

が、推論時には入力に応じて専門家（エキスパート）モジュールの一部（128 個中 8 個）

だけがアクティブになります[23][2]。これにより、実際に稼働するパラメータ数は約 38

億に抑えられ、比較的小さなモデル（8B クラス）と同等の計算コストで、大規模モデル

（32B クラス）の知識量と性能を発揮することが可能になりました[23]。 

• 実績のあるアーキテクチャの採用: 基盤となるアーキテクチャには、Meta の「Llama 2」

や Alibaba の「Qwen3」など、オープンソースで実績のあるものを採用しています[2]。こ

れにより、開発の効率を高めつつ、安定した性能基盤を確保しています。 

フルスクラッチでの日本語特化学習 

海外モデルの単純な追加学習（ファインチューニング）ではなく、日本のデータを用いてゼ

ロからモデルを構築した点が重要です。 
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• 重みのフルスクラッチ開発: 「LLM-jp-4」シリーズは、既存のアーキテクチャを利用しつつ

も、モデルの性能を決定づける「重み（パラメータ）」については、準備した大規模日本

語コーパスを使ってゼロから学習させる「フルスクラッチ開発」を行っています[24]。こ

れにより、日本語特有の文法、文化的背景、文脈のニュアンスを深くモデルに組み込むこ

とができ、日本語処理性能の飛躍的な向上に繋がりました。その結果、日本語の能力を測

るベンチマーク「日本語 MT-Bench」において、OpenAI の「GPT-4o」を上回るスコアを

達成しました[23][2]。 

産学連携による開発体制 

個別の組織では困難な大規模開発を、国を挙げた協力体制で実現しました。 

• LLM 研究開発コミュニティー「LLM-jp」: NII が主宰するこのコミュニティーには、大学

や企業から 2,600 名以上の研究者・技術者が参加しています[2]。 

• 専門分野ごとのワーキンググループ: 「コーパス構築」「モデル構築」「チューニング・評

価」といった専門分野ごとにワーキンググループを設置し、各分野の専門家が協力して開

発を進めました[2]。このような組織横断的な連携が、高品質なデータ収集から効率的なモ

デル構築、そして厳密な性能評価までを一体的に推進する原動力となりました。 

日本語 MT-Bench の評価基準はどのように設

定されていますか？ 
日本語 MT-Bench は、大規模言語モデル（LLM）の対話能力と指示追従能力を評価するため

に設計されたベンチマークです[25][26]。その評価基準は、挑戦的な 80 個の自由回答形式の

質問で構成されており、以下の 8 つの主要な次元（評価項目）でモデルの能力を測定します

[10][25]。 

8 つの評価次元 
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日本語 MT-Bench は、以下の 8 つの分野にわたる多角的な能力を評価します[10]。 

• 作文 (Writing): 魅力的なブログ記事を作成するなど、文章作成能力を評価します[10]。 

• ロールプレイ (Roleplay): 特定のペルソナ（人格）になりきり、その設定を維持する能力

を評価します[10]。 

• 推論 (Reasoning): 論理的な思考に基づき回答を導き出す能力を評価します[10]。 

• 数学 (Math): 数学的な問題を解く能力を評価します[10]。 

• コーディング (Coding): プログラミングコードを生成・理解する能力を評価します[10]。 

• 情報抽出 (Ex traction): 文章から特定の情報を抜き出す能力を評価します[10]。 

• STEM: 科学、技術、工学、数学の分野に関する知識と応用能力を評価します[10]。 

• 人文科学 (Humanities): 歴史や文学などの人文科学分野に関する知識と応用能力を評価し

ます[10]。 

このベンチマークは、もともと英語向けに Zheng らが提案した「MT-Bench」を日本語の評

価に適応させたもので、単一の回答だけでなく複数回のやり取り（マルチターン）を通じた

対話能力を総合的に測ることを目的としています[10][25][26]。評価では、モデルが専門用語

について深い洞察を提供できるかといった、より高度なタスクも含まれます[10]。 

国立情報学研究所（NII）が開発した「LLM-

jp-4」シリーズと最新の LLM（GPT-5.5,  

Claude Opus 4.7,  Gemini 3.1 pro と比較す

るとどうですか？ 
国立情報学研究所（NII）が開発した「LLM-jp-4」シリーズは、日本語処理能力において世界

トップクラスの性能を達成した画期的なモデルです。しかし、2026 年 4 月に相次いで発表さ
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れた OpenAI の「GPT-5.5」、Anthropic の「Claude Opus 4.7」、Google の「Gemini 3.1 

Pro」といった最新のグローバルモデルと比較すると、その評価軸は大きく異なります。 

結論から言うと、「LLM-jp-4」は日本語という特定のドメイン（領域）で最高の性能を発揮

するスペシャリストであるのに対し、GPT-5.5、Claude Opus 4.7、Gemini 3.1 Pro は、コ

ーディング、マルチモーダル、自律エージェントといった汎用的なタスクにおいて、より高

度な性能を持つゼネラリストと位置づけられます。 

総合的な比較 

評価軸 LLM-jp-4 シリーズ GPT-5.5 / Claude Opus 4.7 / Gemini 3.1 Pro 

主要な

強み 

日本語の深い理解と生

成能力 

高度な推論能力、エージェント機能（自律的なタスク実

行）、マルチモーダル（画像、動画など）処理、専門的な

コーディング能力 

評価ベ

ンチマ

ーク 

日本語 MT-Bench で

GPT-4o を上回る

[27][23] 

SWE-Bench Pro（コーディング）、Terminal-Bench（エ

ージェント）、GPQA Diamond（大学院レベルの推論）

などで競争[28][29][30] 

開発の

目的 

日本語に特化した高精

度な言語処理 

あらゆるタスクを人間のように、あるいはそれ以上にこな

す汎用人工知能（AGI）を目指す 

現状の

比較対

象 

GPT-4o など、一世代

前のグローバルモデル 

最新のフラッグシップモデル同士での熾烈な性能競争 

詳細な性能比較 

1.  日本語能力 vs 汎用・エージェント能力 

「LLM-jp-4」の最大の功績は、日本語の処理性能を測る「日本語 MT-Bench」において、

OpenAI の GPT-4o を上回るスコアを記録したことです[27][23]。これは、約 12 兆トークン
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という良質な日本語コーパスを用いてゼロから学習した成果であり、日本語のニュアンスや

文脈理解において世界最高レベルに到達したことを示します[2]。 

一方で、GPT-5.5、Claude Opus 4.7、Gemini 3.1 Pro の 3 モデルは、単なる言語能力を超え

た「エージェント（代理人）」としての能力で競争しています[31]。 

• GPT-5.5 は、ターミナル（CUI）を自律的に操作する能力を測る「Terminal-Bench 2.0」

で他を圧倒しており、人間の手を介さずにタスクを完結させる能力に長けています[29][30]。 

• Claude Opus 4.7 は、実際の GitHub 上の問題を修正する能力を測る「SWE-Bench Pro」

で GPT-5.5 や Gemini 3.1 Pro を上回り、特に人間がレビューするような精密なコーディン

グタスクで最高の性能を示します[28][29][32]。 

• Gemini 3.1 Pro は、Google 検索とのネイティブな連携により、Web ブラウジングやリア

ルタイムでの情報検索・統合タスク（BrowseComp）で高い性能を発揮します[28]。 

2.  推論能力と専門知識 

最新のグローバルモデルは、大学院レベルの科学的な質問に答える「GPQA Diamond」や、

ツールを使わずに地頭の良さを測る「Humanity's Last Exam」といったベンチマークで評価

されます[28][29][30]。 

• Claude Opus 4.7 は、これらの推論能力を測るベンチマークの多くでリードしており、特

に幻覚（ハルシネーション）が少なく、信頼性の高い回答を生成する傾向があります

[30][31]。 

• GPT-5.5 は、「思考（Thinking）」ステップを用いて自己修正しながら回答を生成するた

め、複雑な推論タスクで高い能力を発揮します[31]。 

「LLM-jp-4」はこれらの汎用的な推論ベンチマークでの直接的な比較データは公開されてい

ませんが、その主眼はあくまで日本語の処理精度にあります。 

3.  マルチモーダル（画像認識）能力 
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「LLM-jp-4」はテキストベースのモデルですが、最新のグローバルモデルは高度な画像認識

能力（ビジョン）を備えています。 

• Claude Opus 4.7 は、最大 3.75 メガピクセルの高解像度画像を認識でき、「スクリーン

ショット内のボタンが 2 ピクセルずれている」といった細部まで正確に指摘できます[31]。 

• Gemini 3.1 Pro は、動画の理解や、生成 AI による画像生成において、特定のキャラクタ

ーや製品の「アイデンティティ」を一貫して保持する能力に優れています[31][33]。 

• GPT-5.5（GPT Image 2.0）は、プロンプトの指示に忠実で、「左に猫、中央に青いランプ」

といった複雑な構図を正確に描き出す能力が高いと評価されています[31]。 

結論 

「LLM-jp-4」シリーズは、日本語という特定の言語において、世界最先端の性能を達成した

日本の AI 開発における金字塔です。これは、国内のビジネスや行政サービスにおいて、日本

語に特化した高精度な AI の活用を大きく前進させるものです。 

しかし、GPT-5.5、Claude Opus 4.7、Gemini 3.1 Pro は、すでに言語モデルの枠を超え、自

律的にタスクを実行し、人間と共同で作業を行う「AI エージェント」としての能力を競うフ

ェーズに入っています。したがって、「LLM-jp-4」とこれらの最新グローバルモデルの比較

は、**「日本語のスペシャリスト」と「汎用タスクのスーパーゼネラリスト」**を比較する

ようなものであり、それぞれのモデルが異なる目的と強みを持っていると理解するのが適切

です。 
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